
地域を基盤に、「食」と「農」の価値を、現代的視点で再認識しようという取組みが高まって

おり、全国的には、地産地消やスローフードなどの運動が展開を見せている。地元では、身近に

あって、ふと見過ごしてしまうようなもの、ごく普通のことが、実は大きな価値を持っている。

農村には豊かな自然とそこに暮す人々の営みがあり、都会生活で失われたものが残っている。

しかし農村社会では、過疎化や高齢化が進み、地域の活力が失われつつある。道路や医療、生

活に必要な社会基盤の整備も遅れており、農村の現実は厳しいものがある。こうした中で、その

地域にしかないもの、地域でしか味わえないもの、地域に根ざした価値というものを発見し、活

性化に結び付けていこうという取組みの意義は大きい。

農産物は、もともと、その地域の自然や景観、郷土料理、祭りや行事など、広い意味での地域

資源や食文化と深く結びついてきた。豊かで多様な農産物は地域の宝であり、人々は様々な工夫

をこらし、現代に伝えてきた。地域には、それぞれの風土で育まれた、優れた「食」と「農」の

伝統も数多く存在する。旅先で、その地方ならではのものに出会うと、旅を実感する人も多いと

思う。全国各地に埋もれている地域の伝統や食文化を掘り起こし、発信することが重要になって

いる。

農業についても、多様な農業、現代的ニーズに応えられる農業が求められている。主業農家や

認定農業者などの役割は重要だが、女性や高齢者、定年帰農者、Ｕ・Ｉターン者など様々な人た

ちが農業に参加できる場が求められている。消費者との交流や都市と農村の交流を通じて、農村

の良さを多くの人たちと共有していくことも、ますます必要になっている。農産物直売、農産物

加工、産直、学校給食、食農教育、グリーンツーリズム、体験農園など、子供からお年寄まで多

くの人たちが農業に親しめる環境づくりを進め、豊かな地域コミュニティーづくりの一環として

役立てていかなくてはならない。

今、ビジネスの世界では、存在意義を失ったものは、容赦なく切り捨てられるという世の中に

なっている。農業の構造改革がいわれているが、単に経済的機能のみを追求した場合、農業・農

村の価値は過少なものとなってしまうだろう。こうした時代にあっても、経済的豊かさ以上に人

間的豊かさが求められ、自然と共生するライフスタイルがますます貴重になっている。今大事な

のは、農業や農村の価値について、多くの人たちに理解と支持を広げていくことで、地域に根ざ

した価値を足元から見つめなおすことだといえよう。
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